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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、超微細の活性炭を用いた微粒子吸着処理、重合度を調整したポリ塩化アルミニウムを用い

た高機能凝集処理、照射条件を最適化した真空紫外線促進酸化処理、さらには、以上の前処理を活用し

た高度膜処理について検討を行うものである。 

微粒子吸着処理、高機能凝集処理、紫外線促進酸化処理について順調に研究が進み、顕著な研究成果

が多数論文投稿されており、十分な研究成果が上げられていると判断する。 


